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●痢が都巾化●るのｋとljない､塵●は‘λ

●゛1'療・大■､I晟遭・大�;ll饗jの絢代畳迎

ｊｊし1･､.-･年申つくりや１く、規格・遭

別しや１い1･1植(-一代交舗椙jの野擢が

市場を席巻し、次●に固ｔ‐？ある江戸東

宗野誼は姿を消していきました．

平成元年（１９８９）「このままではタネが

なくなってしまう！」声をきっかけに、タ

ネが残っているか澗査した絡東r馬込半白

きゆうりjのタネが見つかり、希讐する生

塵者に分けていきました。

料理人から火が点いた

「江戸･塵京ゆかりの野菓と花」（■:JA東

京申央会□こ関心をもった､日本料理のr日

本椙ゆかり）野永盲一郎氏らの尽カにより、

「日本欄まつり」で江戸奎京野業の即売会が

行われ､マスコミに敢り上げられ､―気に注

自が高まりました．

また、フしンチの三■漕Ξシェフが地産地

漓．子どもの昧覚を冑てる取り館み、食冑

授鯛でも取り上げられています.

JA聾京中央会では､「江戸隻京野菓推進柵

員●」を設立してプランド化を進めていま

す.

｛〔江戸隻京野菓丿‐証数３０品目：平威２

４年９月珊在〕
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食育教材としても注目

平成10年（１９９８）江東区亀戸地区の小

学校６校と亀戸中学が、亀戸大根の復活裁

培を蛤めたのを契機に、各小中学校で「江

戸東京野菜」の裁培の輪が広がっています。

自分たちで栽培し、タネを採ることでタネ

を遡じて今日まで命がつながっていること

を学び、親培することで、自分たちが住ん

でいる地域の歴史を知るこが出来ます。
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';1戸東京野璧』は、油域の塵史とー体と

なって生まれた童糾です．しかし、●べる

ひとがいな11れば裁培は迪艶え、なくなる

粂賭を常にはらんでいます．

嶮域の童支化を守る゛童冑』と地域の人に

良ぺてもらう『●培』に､力を入れています．
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江戸寮東･伝銃響猿研突会

　　　　　ｔ竹道茂氏
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